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RL78/L13 
リセット要因判定、電圧低下時のデータ保持 

要旨 
本アプリケーションノートでは、RL78/L13のリセットの要因判定、および電圧低下時のデータ(高精度リア

ルタイム・クロックのレジスタ)保持の方法について説明します。 

 

対象デバイス 
RL78/L13 

 
本アプリケーションノートを他のマイコンへ適用する場合、そのマイコンの仕様にあわせて変更し、十分

評価してください。 
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Rev.1.00 
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1. 仕様 
本アプリケーションノートでは、リセットスタート時に、リセット要因で高精度リアルタイム・クロック(以

下、RTC)の関連レジスタを保持するか否かを判定します。 

リセット要因と RTC の関連レジスタの関係を以下に示します。 

 リセット要因が電圧検出回路(以下、LVD)の場合 ：RTC の関連レジスタを保持 

 リセット要因が LVD 以外の場合   ：RTC の関連レジスタを初期化 

 
表 1.1に使用する周辺機能と用途を、図 1.1に電源電圧変化とデータ保持の動作イメージ図を示します。 

 
表1.1 使用する周辺機能と用途 

周辺機能 用途 
リセット機能 リセット要因判別 
LVD 電源電圧(VDD)の電圧低下検出 
RTC 年、月、曜日、日、時、分、秒のカウント 
LCD コントローラ/ドライバ(注) LCD パネルの制御 
12 ビット・インターバル・タイマ(注) 

(以下、IT) 
スイッチのチャタリング回避のウェイト時間の生成(10ms) 

外部割り込み INTP0(注) UP スイッチ入力を検出し、時、分の LCD 表示をアップカウント 
外部割り込み INTP7(注) SET スイッチ入力を検出し、時、分の設定状態に移行 
注. これらの周辺機能については、関連アプリケーションノートを参照してください。 
 

リセット リセット解除

電源電圧(VDD)

VLVD

RTCレジスタ
の状態

不定 カウント中(注1)

0V

リセット解除

VPOR/VPDR

注1. VDDがVLVD 、 。を上回っている場合に 保持されたままカウントします 

初期化

 

図1.1 電源電圧変化とデータ保持の動作イメージ図 

 



RL78/L13 リセット要因判定、電圧低下時のデータ保持 

R01AN1507JJ0100  Rev.1.00  Page 4 of 21 
2013.11.1  

 

2. 動作確認条件 
本アプリケーションノートのサンプルコードは、下記の条件で動作を確認しています。 

 
表2.1 動作確認条件 

項目 内容 
使用マイコン RL78/L13(R5F10WMGA) 
動作周波数 ・高速オンチップ・オシレータ・クロック(fHOCO)：24MHz(標準) 

・CPU/周辺ハードウェア・クロック(fCLK)：24MHz 
・RTC/IT/LCD 動作クロック(fSUB)：32.768kHz 

動作電圧 5.0V(2.9V～5.5V で動作可能) 
LVD 動作(VLVD)：リセット・モード(立ち上がり 2.81V/立ち下がり 2.75V) 

統合開発環境 ルネサス エレクトロニクス製 
  CubeSuite+ V2.00.00 

C コンパイラ ルネサス エレクトロニクス製 
  CA78K0R V1.60 

RL78/L13 コードライブラリ ルネサス エレクトロニクス製 
  AP4 for RL78/L13 V1.00.00.02 

使用ボード Renesas Starter Kit for RL78/L13 CPU ボード(R0K5010WMC001BR) 
 
 

3. 関連アプリケーションノート 
本アプリケーションノートに関連するアプリケーションノートを以下に示します。併せて参照してくださ

い。 

 
RL78/L13 LCD 表示(時計編)(R01AN1506JJ0100) 
 
 

4. ハードウェア説明 
ハードウェア構成および使用端子については、関連アプリケーションノートを参照してください。 
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5. ソフトウェア説明 
サンプルコードでは、RL78/L13 コードライブラリで生成した関数を編集しているため、コード生成のプロ

パティを変更しています。図 5.1にコード生成のプロパティ設定画面を示します。 

 

図5.1 コード生成のプロパティ設定画面 



RL78/L13 リセット要因判定、電圧低下時のデータ保持 

R01AN1507JJ0100  Rev.1.00  Page 6 of 21 
2013.11.1  

 

5.1 動作概要 
リセットスタート時にリセット要因を判定します。リセット要因により RTC のレジスタの初期化有無を決

定します。リセット要因が LVD 以外の場合は、RTC レジスタを初期化します。LVD の場合は、RTC のレジ
スタを初期化せずに保持します。 

LVD は、電圧低下(VDD＜VLVD)を検出するとリセットを発生し、電圧上昇(VDD≧VLVD)の検出でリセットを
解除します。 

使用する周辺機能の設定を以下に示します。 

 
＜LVD＞ 

・動作モードはリセット・モードに設定します。 

・検出電圧(VLVD)は立ち下がり 2.75V、立ち上がり 2.81V に設定します。 

 
＜リセット要因判別＞ 

・LVD による内部リセット要求(LVIRF = 1)を判定します。 

・RESF レジスタは、パワーオン・リセット(以下、POR)によりクリアされます。 

 
＜RTC＞ 

RTC は POR リセット以外、LVD によるリセット期間中では動作可能です。各リセット要因によるレジス
タの状態を以下に示します。 

設定内容については、関連アプリケーションノートを参照してください。 

リセット要因 システム系レジスタ(注 1) カレンダー系レジスタ(注 2) 
POR リセット リセットしない 
外部リセット 保持 保持 
ウォッチドッグ・タイマ 保持 保持 
不正命令の実行 保持 保持 
LVD 保持 保持 
その他内部リセット 保持 保持 

注1 RTCC0、RTCC1、SUBCUD 
注2 SEC、MIN、HOUR、DAY、WEEK、MONTH、YEAR、ALARMWM、ALARMWH、ALARMWW、 

(カウンタ) 
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図 5.2に電源電圧の変化と RTC の状態を示します。 

LVDによる内部リセット
要求フラグ(LVIRF)

電源電圧(VDD)

2.81V

(4) (5) (6)

2.75V

RTCレジスタの状態 不定 カウント中(注1)

(2)

0V

(3)

“1”

“0”

(1)

1.51V(VPOR)
1.50V(VPDR)

注1. VDDがVLVD 、 。を上回っている場合に 保持されたままカウントします  

図5.2 電源電圧の変化と RTC の状態 

 
(1) 電源投入 

(2) リセット解除 
このとき、 RTC 関連のシステム系レジスタはリセットされ、カレンダー系レジスタはリセットされま
せん。 
POR により、RESF レジスタの LVIRF フラグはクリアされます。 

(3) レジスタ初期化 
使用する周辺機能のレジスタを初期化します。 
RTC のカウンタ値(HOUR、MIN)を LCD に表示します。 

(4) 電圧低下(VDD＜VLVD)によるリセット発生 
このとき、RTC のレジスタ値はカウントし続けます。 

(5) 電圧上昇(VDD≧VLVD)によるリセット解除 
リセットが解除され、CPU の動作が再開されます。 
RESF レジスタのデータを読み出すことにより、LVIRF フラグはクリアされます。 
このとき、LVIRF フラグの状態を変数に退避します。 

(6) レジスタ初期化 
使用する周辺機能のレジスタを初期化します。 
(退避した LVIRF フラグの状態が“1”なので、RTC の関連レジスタは初期化しません) 
RTC のカウンタ値(HOUR、MIN)を LCD に表示します。 
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5.2 オプション・バイトの設定一覧 
表 5.1にオプション・バイト設定を示します。 

オプション・バイトは opt.asm ファイルで設定しています。 

 
表5.1 オプション・バイト設定 

アドレス 設定値 内容 
000C0H/010C0H 01101110B ウォッチドッグ・タイマ動作停止 

(リセット解除後、カウント停止) 
000C1H/010C1H 01111111B LVD リセット・モード 

検出電圧：立ち上がり 2.81V/立ち下がり 2.75V 
000C2H/010C2H 11100000B 高速オンチップ・オシレータ HS モード 24MHz 
000C3H/010C3H 10000100B オンチップ・デバッグ許可 
 
 
オプション・バイトの設定は CubeSuite+の「リンク･オプション」タグの「デバイス」パネルの「ユーザ・

オプション・バイト値」で指定することもできます。リンク･オプションでの設定がプログラムでの設定より
優先されます。そのため，以下のように「ユーザ・オプション・バイトを設定する」を「いいえ」に設定し
てください。 

 

 
 

注意 CubeSuite+「リンク･オプション」の設定方法の詳細については、CubeSuite+ チュートリアルを
参照してください。 

 
 

5.3 定数一覧 
サンプルコードで使用する定数は、関連アプリケーションノートを参照してください。 

 
 

5.4 変数一覧 
表 5.2にグローバル変数を示します。下記以外の変数は、関連アプリケーションノートを参照してください。 

 
表5.2 グローバル変数 

型 変数名 内容 使用関数 
uint8_t lvd_detect LVD 検出情報(注) R_CGC_Get_ResetSource 

R_RTC_Create 
注 この変数の設定値は、R_Systeminit 関数内でのみ参照可能です。R_Systeminit 関数以降は、変数が初

期化されるため、設定値を参照できません。 
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5.5 関数一覧 
表 5.3に関数を示します。下記以外の関数一覧は、関連アプリケーションノートを参照してください。 

 
表5.3 関数 

関数名 概要 
hdwinit 初期設定 
R_Systeminit 周辺機能初期設定 
R_CGC_Get_ResetSource リセット要因取得 
R_RTC_Create RTC 初期設定 
 
 

5.6 関数仕様 
サンプルコードの関数仕様を示します。下記以外の関数仕様は、関連アプリケーションノートを参照して

ください。 

 
hdwinit 

概 要 初期設定 
ヘッダ なし 
宣 言 void hdwinit(void) 
説 明 周辺機能の初期設定を行います。 
引 数 なし  

リターン値 なし 
 
R_Systeminit 

概 要 周辺機能初期設定 
ヘッダ なし 
宣 言 void R_Systeminit(void) 
説 明 本アプリケーションノートで使用する周辺機能の初期設定を行います。 
引 数 なし  

リターン値 なし 
 
R_CGC_Get_ResetSource 

概 要 リセット要因取得 
ヘッダ r_cg_cgc.h 
宣 言 void R_CGC_Get_ResetSource(void) 
説 明 LVD によるリセット要求の発生か否かを判断します。LVD によるリセット要求が発

生した場合は、lvd_detect に“1”を、それ以外のリセットが発生した場合は lvd_detect
に“0”を設定します。 

引 数 なし  
リターン値 なし 

 



RL78/L13 リセット要因判定、電圧低下時のデータ保持 

R01AN1507JJ0100  Rev.1.00  Page 10 of 21 
2013.11.1  

 
R_RTC_Create 

概 要 RTC 初期設定 
ヘッダ r_cg_rtc.h 
宣 言 void R_RTC_Create(void) 
説 明 lvd_detect の値により、RTC の初期設定を行います。 
引 数 なし  

リターン値 なし 
 
 

5.7 フローチャート 
下記以外のフローチャート及びレジスタの説明は、関連アプリケーションノートを参照してください。 

 

5.7.1 全体フローチャート 
図 5.3に全体フローチャートを示します。 

_@cstart

初期設定関数
hdwinit()

_@cend

main()

 

図5.3 全体フローチャート 

 

5.7.2 初期設定 
図 5.4に初期設定のフローチャートを示します。 

hdwinit

マスカブル割り込み禁止

周辺機能初期設定
R_Systeminit()

IE ← 0

リセット要因取得
入出力ポート初期設定
CPUクロック初期設定
RTC初期設定
IT初期設定
外部割り込み入力初期設定
LCD初期設定

return
 

図5.4 初期設定 
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5.7.3 周辺機能初期設定 
図 5.5に周辺機能初期設定のフローチャートを示します。 

R_Systeminit

周辺I/Oリダイレクション
機能禁止

PIORレジスタ ← 00H

入出力ポート初期設定
R_PORT_Create()

return

RTC初期設定
R_RTC_Create()

LCD初期設定
R_LCD_Create()

リセット要因取得
R_CGC_Get_ResetSource()

外部割り込み入力初期設定
R_INTC_Create()

CPUクロック初期設定
R_CGC_Create()

IT初期設定
R_IT_Create()

 

図5.5 周辺機能初期設定 
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5.7.4 リセット要因取得 
図 5.6にリセット要因取得のフローチャートを示します。 

R_CGC_Get_ResetSource

電圧検出回路
によるリセット

要求発生

Yes

No

LVD検出情報に"1"を設定

return

LVD検出情報に"0"を設定

リセット要因読み出し RESFレジスタの読み出し
  LVIRFビット : 0: 、内部リセット要求は発生していない 

またはRESFレジスタをクリアした
  1:内部リセット要求は発生した

 

図5.6 リセット要因取得 

 
リセット要因読み出し 

・リセット・コントロール・フラグ・レジスタ(RESF) 
略号 7 6 5 4 3 2 1 0 

         

RESF TRAP 0 0 WDTRF 0 RPERF IAWRF LVIRF 
 

ビット 0 

 LVIRF 電圧検出(LVD)回路による内部リセット要求 

 0 内部リセット要求は発生していない、またはRESFレジスタをクリアした 

 1 内部リセット要求は発生した 

 
レジスタ設定の詳細については、RL78/L13ユーザーズマニュアルハードウェア編を参照してください。 
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5.7.5 RTC 初期設定 
図 5.7にRTC 初期設定のフローチャートを示します。 

R_RTC_Create

RTCカウンタ動作停止 RTCC0レジスタ
RTCEビット ← 0 : カウンタ動作停止

RTC割り込み禁止 MK1Hレジスタ
RTCMKビット ← 1 : 割り込み処理禁止

IF1Hレジスタ
RTCIFビット ← 0 : 割り込み要求フラグクリア

PER0レジスタ
RTCWENビット ← 1 : RTCで使用するSFRへのリード/ライト許可

RTC動作制御設定 RTCC0レジスタ ← 0BH
CLOE1ビット = 0 : RTC1HZ端子の出力(1Hz)禁止
AMPMビット = 1 : 24時間制
CT2-CT0ビット = 011B : 定周期割り込みの選択:1分に1度(毎分00秒)

RTCカウンタ値初期設定 SECレジスタ ← 00H : 0秒
MINレジスタ ← 00H : 0分
HOURレジスタ ← 00H : 0時
WEEKレジスタ ← 02H : 火曜日
DAYレジスタ ← 01H : 1日
MONTHレジスタ ← 01H : 1月
YEARレジスタ ← 13H : 13年

RTC割り込み優先レベル設定 PR11Hレジスタ
  RTCPR1ビット ← 0
PR01Hレジスタ
  RTCPR0ビット ← 0 : 割り込み優先レベル0(高優先順位)

return

MK1Lレジスタ
RTITMKビット ← 1 : 割り込み処理禁止

IF1Lレジスタ
RTITIFビット ← 0 : 割り込み要求フラグクリア

RTC補正タイミング信号割り込み
禁止

使用するSFRへのリード/ライト
許可

PER0レジスタ
RTCWENビット ← 0 : RTCで使用するSFRへのリード/ライト不可

使用するSFRへのリード/ライト
不可

Yes

LVD検出あり
No

 

図5.7 RTC 初期設定 
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使用する SFR へのリード/ライト許可 

・周辺イネーブルレジスタ 0(PER0) 
略号 7 6 5 4 3 2 1 0 

         

PER0 RTCWEN 0 ADCEN IICA0EN SAU1EN SAU0EN 0 TAU0EN 

設定値 1 ― × × × × ― × 

 
ビット 7 

 RTCWEN 高精度リアルタイム・クロックの入力クロック供給の制御 

 0 入力クロック供給停止 

・高精度リアルタイム・クロックで使用するSFRへのライト不可 

・高精度リアルタイム・クロックは動作可能 

 1 入力クロック供給 
・高精度リアルタイム・クロックで使用するSFRへのリード／ライト可 
・高精度リアルタイム・クロックは動作可能 

 
 

RTC カウンタ動作停止 

・リアルタイム・クロック・コントロール・レジスタ 0(RTCC0) 
略号 7 6 5 4 3 2 1 0 

         
RTCC0 RTCE 0 CLOE1 0 AMPM CT2 CT1 CT0 

設定値 0 ―  ―     

 
ビット 7 

 RTCE 高精度リアルタイム・クロックの動作制御 

 0 カウンタ動作停止 
 1 カウンタ動作開始 

 
レジスタ設定の詳細については、RL78/L13ユーザーズマニュアルハードウェア編を参照してください。 

レジスタ図の設定値 

×：使用しないビット、空白：変更しないビット、―：予約ビットまたは、何も配置されていないビット 
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RTC 割り込み禁止 

・割り込みマスク・フラグ・レジスタ(MK1H) 
略号 7 6 5 4 3 2 1 0 

         
MK1H SRMK3 STMK3 KRMK TMKAMK RTCMK ADMK TMMK03 TMMK02 

設定値 × × × × 1 × × × 

 
ビット 3 

 RTCMK 割り込み処理の制御 

 0 割り込み処理許可 

 1 割り込み処理禁止 
 
・割り込み要求フラグ・レジスタ(IF1H) 
略号 7 6 5 4 3 2 1 0 

         
IF1H SRIF3 STIF3 KRIF TMKAIF RTCIF ADIF TMIF03 TMIF02 

設定値 × × × × 0 × × × 

 
ビット 3 

 RTCIF 割り込み要求フラグ 

 0 割り込み要求信号が発生していない 
 1 割り込み要求信号が発生し，割り込み要求状態 

 
レジスタ設定の詳細については、RL78/L13ユーザーズマニュアルハードウェア編を参照してください。 

レジスタ図の設定値 

×：使用しないビット、空白：変更しないビット、―：予約ビットまたは、何も配置されていないビット 
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RTC 補正タイミング信号割り込み禁止 

・割り込みマスク・フラグ・レジスタ(MK1L) 
略号 7 6 5 4 3 2 1 0 

MK1L TMMK01 1 RTITMK IICAMK0 SREMK1 

TMMK03H 

SRMK1 STMK1 

CSIMK10 

IICMK10 

SREMK0 

TMMK01H 

設定値 × ― 1 × × × × × 

 
ビット 5 

 RTITMK 割り込み処理の制御 

 0 割り込み処理許可 

 1 割り込み処理禁止 
 
・割り込み要求フラグ・レジスタ(IF1L) 
略号 7 6 5 4 3 2 1 0 

IF1L TMIF01 0 RTITIF IICAIF0 SREIF1 

TMIF03H 

SRIF1 STIF1 

CSIIF10 

IICIF10 

SREIF0 

TMIF01H 

設定値 × ― 0 × × × × × 

 
ビット 5 

 RTITIF 割り込み要求フラグ 

 0 割り込み要求信号が発生していない 
 1 割り込み要求信号が発生し，割り込み要求状態 

 
レジスタ設定の詳細については、RL78/L13ユーザーズマニュアルハードウェア編を参照してください。 

レジスタ図の設定値 

×：使用しないビット、空白：変更しないビット、―：予約ビットまたは、何も配置されていないビット 
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RTC 割り込み優先レベル設定 

・優先順位指定フラグ・レジスタ(PR11H、PR01H) 
略号 7 6 5 4 3 2 1 0 

         
PR11H SRPR13 STPR13 KRPR1 TMKAPR1 RTCPR1 ADPR1 TMPR103 TMPR102 

設定値 × × × × 0 × × × 

 
略号 7 6 5 4 3 2 1 0 

         
PR01H SRPR03 STPR03 KRPR0 TMKAPR0 RTCPR0 ADPR0 TMPR003 TMPR002 

設定値 × × × × 0 × × × 

 
ビット 3 

 RTCPR1 RTCPR0 優先順位レベルの選択 

 0 0 レベル0を指定(高優先順位) 
 0 1 レベル1を指定 

 1 0 レベル2を指定 

 1 1 レベル3を指定(低優先順位) 

 
 

RTC 動作制御設定 

・リアルタイム・クロック・コントロール・レジスタ 0(RTCC0) 

  RTC1HZ 端子の出力：出力禁止 

  12 時間制／24 時間制の選択：24 時間制 

  定周期割り込み機能：1 分に 1 度(毎分 00 秒) 
略号 7 6 5 4 3 2 1 0 

         
RTCC0 RTCE 0 CLOE1 0 AMPM CT2 CT1 CT0 
設定値  ― 0 ― 1 0 1 1 

 
ビット 5 

 CLOE1 RTC1HZ端子の出力制御 

 0 RTC1HZ端子の出力（1Hz）禁止 
 1 RTC1HZ端子の出力（1Hz）許可 

 
ビット 3 

 AMPM 12時間制／24時間制の選択 

 0 12時間制（午前／午後を表示する） 

 1 24時間制 
 
レジスタ設定の詳細については、RL78/L13ユーザーズマニュアルハードウェア編を参照してください。 

レジスタ図の設定値 

×：使用しないビット、空白：変更しないビット、―：予約ビットまたは、何も配置されていないビット 
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ビット 2-0 

 CT2 CT1 CT0 定周期割り込み（INTRTC）の選択 

 0 0 0 定周期割り込み機能を使用しない 

 0 0 1 0.5秒に1度（秒カウントアップに同期） 

 0 1 0 1秒に1度（秒カウントアップと同時） 

 0 1 1 1分に1度（毎分00秒） 
 1 0 0 1時間に1度（毎時00分00秒） 

 1 0 1 1日に1度（毎日00時00分00秒） 

 1 1 × 1月に1度（毎月1日午前00時00分00秒） 

 
 

RTC カウンタ値初期設定 

・秒カウント・レジスタ(SEC) 

  秒を 0 秒に設定します。 
略号 7 6 5 4 3 2 1 0 

         
SEC 0 SEC40 SEC20 SEC10 SEC8 SEC4 SEC2 SEC1 
設定値 ― 0 0 0 0 0 0 0 

 
  機能 

 ビット6～0 10進の00-59をBCDコードで設定してください。 
 
・分カウント・レジスタ(MIN) 

  分を 0 分に設定します。 
略号 7 6 5 4 3 2 1 0 

         
MIN 0 MIN40 MIN20 MIN10 MIN8 MIN4 MIN2 MIN1 

設定値 ― 0 0 0 0 0 0 0 
 

  機能 

 ビット6～0 10進の00-59をBCDコードで設定してください。 
 
・時カウント・レジスタ(HOUR) 

  時を 0 時に設定します。 
略号 7 6 5 4 3 2 1 0 

         
HOUR 0 0 HOUR20 HOUR10 HOUR8 HOUR4 HOUR2 HOUR1 
設定値 ― ― 0 0 0 0 0 0 

 
  機能 

 ビット5～0 10進の00-23または01-12, 21-32をBCDコードで設定してください。 
 
レジスタ設定の詳細については、RL78/L13ユーザーズマニュアルハードウェア編を参照してください。 

レジスタ図の設定値 

×：使用しないビット、空白：変更しないビット、―：予約ビットまたは、何も配置されていないビット 
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・日カウント・レジスタ(DAY) 

  日を 1 日に設定します。 
略号 7 6 5 4 3 2 1 0 

         
DAY 0 0 DAY20 DAY10 DAY8 DAY4 DAY2 DAY1 
設定値 ― ― 0 0 0 0 0 1 

 
  機能 

 ビット5～0 10進の01-31をBCDコードで設定してください。 
 
・曜日カウント・レジスタ(WEEK) 

  曜日を火曜日に設定します。 
略号 7 6 5 4 3 2 1 0 

         
WEEK 0 0 0 0 0 WEEK4 WEEK2 WEEK1 
設定値 ― ― ― ― ― 0 1 0 

 
  機能 

 ビット2～0 10進の00-06をBCDコードで設定してください。 
 
・月カウント・レジスタ(MONTH) 

  月を 1 月に設定します。 
略号 7 6 5 4 3 2 1 0 

         
MONTH 0 0 0 MONTH10 MONTH8 MONTH4 MONTH2 MONTH1 
設定値 ― ― ― 0 0 0 0 1 

 
  機能 

 ビット4～0 10進の01-12をBCDコードで設定してください。 
 
・年カウント・レジスタ(YEAR) 

  年を 13 年に設定します。 
略号 7 6 5 4 3 2 1 0 

         
YEAR YEAR80 YEAR40 YEAR20 YEAR10 YEAR8 YEAR4 YEAR2 YEAR1 
設定値 0 0 0 1 0 0 1 1 

 

  機能 

 ビット7～0 10進の00-99をBCDコードで設定してください。 
 
レジスタ設定の詳細については、RL78/L13ユーザーズマニュアルハードウェア編を参照してください。 

レジスタ図の設定値 

×：使用しないビット、空白：変更しないビット、―：予約ビットまたは、何も配置されていないビット 
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使用する SFR へのリード/ライト不可 

・周辺イネーブルレジスタ 0(PER0) 
略号 7 6 5 4 3 2 1 0 

         

PER0 RTCWEN 0 ADCEN IICA0EN SAU1EN SAU0EN 0 TAU0EN 

設定値 0 ― × × × × ― × 

 
ビット 7 

 RTCWEN 高精度リアルタイム・クロックの入力クロック供給の制御 

 0 入力クロック供給停止 
・高精度リアルタイム・クロックで使用するSFRへのライト不可 
・高精度リアルタイム・クロックは動作可能 

 1 入力クロック供給 

・高精度リアルタイム・クロックで使用するSFRへのリード／ライト可 

・高精度リアルタイム・クロックは動作可能 
 
レジスタ設定の詳細については、RL78/L13ユーザーズマニュアルハードウェア編を参照してください。 

レジスタ図の設定値 

×：使用しないビット、空白：変更しないビット、―：予約ビットまたは、何も配置されていないビット 
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6. サンプルコード 
サンプルコードは、ルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。 

 
 

7. 参考ドキュメント  
RL78/L13 ユーザーズマニュアル ハードウェア編 Rev.1.00 
RL78 ファミリ ユーザーズマニュアル ソフトウェア編 Rev.1.00 
（最新版をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。） 

 
テクニカルアップデート 
（最新の情報をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。） 

 
 
 
 

ホームページとサポート窓口 
ルネサス エレクトロニクスホームページ 

http://japan.renesas.com 
 
お問合せ先 

http://japan.renesas.com/contact/ 
 

http://japan.renesas.com/
http://japan.renesas.com/contact/
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改訂記録 
RL78/L13 アプリケーションノート  

リセット要因判定、電圧低下時のデータ保持 
 

Rev. 発行日 
改訂内容 

ページ ポイント 
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すべての商標および登録商標は、それぞれの所有者に帰属します。 

 



製品ご使用上の注意事項 

ここでは、マイコン製品全体に適用する「使用上の注意事項」について説明します。個別の使用上の注意

事項については、本ドキュメントおよびテクニカルアップデートを参照してください。 

 

1. 未使用端子の処理 

【注意】未使用端子は、本文の「未使用端子の処理」に従って処理してください。 

CMOS 製品の入力端子のインピーダンスは、一般に、ハイインピーダンスとなっています。未使用

端子を開放状態で動作させると、誘導現象により、LSI 周辺のノイズが印加され、LSI 内部で貫通電

流が流れたり、入力信号と認識されて誤動作を起こす恐れがあります。未使用端子は、本文「未使用

端子の処理」で説明する指示に従い処理してください。 

2. 電源投入時の処置 

【注意】電源投入時は，製品の状態は不定です。 

電源投入時には、LSI の内部回路の状態は不確定であり、レジスタの設定や各端子の状態は不定で

す。 

外部リセット端子でリセットする製品の場合、電源投入からリセットが有効になるまでの期間、端子

の状態は保証できません。 

同様に、内蔵パワーオンリセット機能を使用してリセットする製品の場合、電源投入からリセットの

かかる一定電圧に達するまでの期間、端子の状態は保証できません。 

3. リザーブアドレス（予約領域）のアクセス禁止 

【注意】リザーブアドレス（予約領域）のアクセスを禁止します。 

アドレス領域には、将来の機能拡張用に割り付けられているリザーブアドレス（予約領域）がありま

す。これらのアドレスをアクセスしたときの動作については、保証できませんので、アクセスしない

ようにしてください。 

4. クロックについて 

【注意】リセット時は、クロックが安定した後、リセットを解除してください。 

プログラム実行中のクロック切り替え時は、切り替え先クロックが安定した後に切り替えてくださ

い。 

リセット時、外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックで動作を開始するシステムでは、

クロックが十分安定した後、リセットを解除してください。また、プログラムの途中で外部発振子

（または外部発振回路）を用いたクロックに切り替える場合は、切り替え先のクロックが十分安定し

てから切り替えてください。 

5. 製品間の相違について 

【注意】型名の異なる製品に変更する場合は、製品型名ごとにシステム評価試験を実施してくださ

い。 

同じグループのマイコンでも型名が違うと、内部 ROM、レイアウトパターンの相違などにより、電

気的特性の範囲で、特性値、動作マージン、ノイズ耐量、ノイズ輻射量などが異なる場合がありま

す。型名が違う製品に変更する場合は、個々の製品ごとにシステム評価試験を実施してください。 
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